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11月20日（水）
開場18:30/開演19:00
入場料 : 会員3,500円/一般4,000円/

　　学生2,000円（全席自由席） 
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＜プログラム＞

ベートーヴェン：ロマンス 第1番 ト長調 Op.40
サン=サーンス：序奏とロンド・カプリチオーソ イ短調 Op.28
　　　　　 ヴァイオリン・ソナタ 第1番 ニ短調 Op.75

ベートーヴェン：ロマンス 第2番 へ長調 Op.50
エルンスト：シューベルトの《魔王》による大奇想曲 Op.26
シューベルト：ヴァイオリンとピアノのための幻想曲 ハ長調 D934 Op.159
＊プログラム等は、やむを得ない事情により変更になる場合がございます。
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Webサイト：https://bit.ly/2GUtiwb03-6452-6711（平日 9:00-18:00）、070-2168-8484（時間外可）●ご予約・お問い合わせ 株式会社 I L A (美竹清花さろん)
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。
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サ
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は
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演
に
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り
ま
す
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武
優
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ん
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。
私
に
と
っ
て
大
き
な
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に
な

り
ま
す
が
、
素
晴
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し
い
作
品
に
た
く
さ
ん
の
愛
を
持
っ
て
演
奏
し
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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介
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𠮷武 優（Yoshitake Masaru）Piano

し
な
や
か
で
、美
し
い

独
自
の
感
性
が
光
る
周
防
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介
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で
る
名
器
ニ
コ
ロ
・
ア
マ
テ
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聴
く
ロ
マ
ン
派
の
傑
作
。
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株式会社ＩＬＡ（美竹清花さろん）
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☎ 03-6452-6711（平日9:00-18:00）
070-2168-8484（時間外可）
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世界に羽ばたく才能あふれる
トップアーティストが続 と々集結。

大ホールのプラチナ席をしのぐ
“美竹清花さろんという楽器”の中で

味わう一期一会

(vol.4 4 )周防亮介ヴァイオリンリサイタル
　独自の感性が光る期待の新鋭
　ヴァイオリニスト、周防亮介さんが
美竹サロンに初登場！

　周防亮介さんといえば 2016 年ヴィエニャフスキ国際コンクール入

賞後、活躍が著しい期待の若手ヴァイオリニストの一人です。

　初めて彼の演奏を聴いたとき、その音楽性の美しさと、弾き姿の

美しさに思わずハッとしたのを覚えています。

　周防さんの持つ独自の感性が、クラシック音楽固有のデリケート

な感性に素直に感応しているとでも言うのでしょうか、決して誇張し

すぎることなく、しかし細やかな配慮の行き届いた音色と豊かな表現

力に惹き込まれました。

　その穏やかで柔和な第一印象のように、周防さんの音色は慈愛

に満ち、誰の心にも優しく響きわたります。さらにそれとは対照的に、

力強く太く響きの厚いサウンドもあわせ持っていますので、彼の無限

の才能をその細部まで目の当たりにすることができるサロンでの演奏

会には期待せざるを得ません。

　今回のプログラムは、二つのベートーヴェンのロマンスからはじまり、

サン = サーンスの序奏とロンド・カプリチオーソ、エルンストのシュー

ベルトの《魔王》による大奇想曲など、聴きごたえたっぷりの名曲から、

サン=サーンスのソナタ第１番やシューベルトのファンタジーといった、

一度は生で聴いてみたいロマン派を代表するヴァイオリン曲の傑作

を、まるでストーリーが描かれるかのようにプログラムが構築されており

期待が膨らみます。（美竹清花さろん）

周防 亮介（Suho Ryosuke）Violin

 1995年京都に生まれ、7歳よりヴァイオリ
ンを始める。
　2016年ヘンリク・ヴィエニャフスキ国際
ヴァイオリンコンクール入賞及び審査員
特別賞を受賞。その他にも日本音楽コン
クールや東京音楽コンクール、ダヴィッド・
オイストラフ国際ヴァイオリンコンクール、ク
ロスター・シェーンタール国際ヴァイオリン
コンクールなど数々のコンクールで優勝
や入賞の実績を持つ。
2015年「第25回出光音楽賞」、

2016年「第25回青山音楽新人賞」を
受賞。
　12歳にて日本の主要オーケストラとの
共演を皮切りに、パリ管弦楽団、フランス
国立管弦楽団、フランス放送フィルハー
モニー管弦楽団、パリ国立歌劇場管弦
楽団、ポズナンフィルハーモニック管弦
楽団、サンクトペテルブルク国立アカデミ
ー管弦楽団、シュトゥットガルト室内管弦
楽団、プラハ室内管弦楽団、アマデウス
ポーランド放送室内管弦楽団など国内
外のオーケストラとも数多く共演している。
　また、15歳にて初リサイタルを行なって
以降、ピアノの清水和音、江口玲、上田
晴子の各氏らとの共演を重ねている。
2017年にはオクタヴィア・レコードよりファ
ーストアルバム『Souvenir』をリリースした。
　これまでに小栗まち絵、大谷康子、原
田幸一郎、神尾真由子の各氏に師事

日本のトップクラスの若手演奏家が、

こだわり抜いた価値ある企画をお届けしていきます。

美竹清花さろんが追求する“本物の音楽”は、

演奏者と参加者とわたしたちの、

三位一体の努力と対話から生まれます。

大好評につき
サロン・メンバーズ
追加募集中！

し、東京音楽大学特別特待奨学生とし
てアーティスト・ディプロマコースを修了。
　現在は江副記念リクルート財団奨学
生として、メニューイン国際音楽アカデミ
ーにてマキシム・ヴェンゲーロフ氏の元で
研鑽を積んでいる。
　使用楽器はNPO法人イエローエンジ
ェルより1678年製ニコロ・アマティを貸与
されている。

𠮷武 優（Yoshitake Masaru）Piano

　東京藝術大学及び同大学院音楽
研究科修了。またベルリン芸術大学にて
J.ルヴィエ氏の下で研鑽を積み、ローム・
ミュージック・ファンデーション奨学生とし
てDiploma課程を、文化庁新進芸術
家海外研修員として国家演奏家資格
課程を修了。
　第28回飯塚新人音楽コンクール及
び第7回かずさアカデミア音楽コンクール
第1位。第81回日本音楽コンクール入
選。第69回ジュネーヴ国際音楽コンク
ールセミファイナリスト。国内外の音楽祭
に多数出演の他、オーケストラとも多数
共演。
　現在、桐朋学園大学および東京藝
術大学ピアノ科非常勤講師、東京藝術
大学弦楽科伴奏助手。
　オフィシャルHP: 
http://www.masaruyoshitake.com




